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見せて伝える、
あなたの声
聴覚障害は「目に見えない障害」とも言われ、
一見しただけでは聞こえる人との区別がつきません。
そのため、街中で困っていても
気付かれにくいことが多々あります。
もし日常にあふれている音が
突然奪われてしまったら――
そんな世界を想像しながら、“見せて伝える”
コミュニケーションについて考えてみませんか。

　聴覚障害者とひとくくりに言っても、まったく聞こえ
ない人、補聴器を着ければ少し聞こえる人、生まれつ
きや幼少期（音声言語を獲得する前）から聞こえない
人、病気や事故などにより途中で聞こえなくなった人
など、状態や状況はさまざまです。また、全員が手話
を使えるわけではなく、聞こえの程度やこれまでの生
活によって、コミュニケーションの手段も変わってきま
す。音声言語を獲得する前から聞こえない人は手話を
主な言語とすることが多い一方で、中途失聴・難聴の
場合、聞き取りはできないがしゃべることはできると
いう人も少なくありません。音声での会話、手話、筆談、
読話※など多様な方法があり、多くの人は相手や場面
に応じて組み合わせて使っています。　
※話し手の口の形や動きから読み取る方法

　私は４歳の時に聴力を失い、ろう学校で手話を使
う先輩たちを見て自然に手話を覚えました。手話は
一つの言語なので、皆さんにも「ありがとう」「お
疲れさま」のような簡単な手話表現を覚えても
らえるとうれしいですね。その一言があるだ
けで、心が近付いたような気持ちになれます。
　四日市市ろうあ福祉会では、手話サークル
と合同で四日市手話祭を毎年開催してい
ます。勉強の成果を発表する場として、
そして手話の文化を知り理解を深めて
もらう場として、いろいろな人に来て
もらえるよう続けていきたいです。

▼話し掛けるときは
・肩をたたくなど合図をする
・視界に入って目線を合わせる

しゃくを持つ男びなを表現します。

桜の花びらを表現します。

▲四日市手話祭での発表

　手話を初めて習う人向けの講座。
（６回コースを年３回実施）

　手話通訳者として活動すること
を目指す講座。（２年間コースのた
め、隔年で募集）

　市内には九つの手話サークルが
あり、地区市民センターや総合会
館などで活動しています。

　話の内容をその場で要約し
て文字で伝える筆記通訳。手
書きする方法とパソコンで入
力する方法があり、少人数な
ら紙や画面を直接見せ、講演
などではスクリーンに文字を
映します。

　タブレット端末やスマートフォンのテレビ電話機能
を活用して、遠隔での手話・文字通訳を実施します。

対  聴覚に障害があり、身体障害者手帳を持っている人
料  無料（通信料は自己負担）　申  事前に要相談
問  障害福祉課（☎354-8527　FAX 354-3016）
他  利用者向けの説明会を開催予定

遠隔手話・文字通訳が始まります

困っています！例えばこんなシーン

「あれ？困っていそうだな」 と気付いたら…

口元が隠れるマスク姿

電車・バスの遅延情報

後ろから近付く車・自転車

避難所での突発的な情報

●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は 障害福祉課 ☎ 354-8527　FAX 354-3016

積雪のため
遅延が発生しております

STAFF

避難場所 食料を配ります
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ジェスチャー 筆談

やってみよう★手話

★ひな祭り

●手話啓発講座

●手話奉仕員養成講座

●手話サークル

★桜

動きは動画で
チェック！

※指で空間に文字を
　書いて伝える方法

▲「ありがとう」を表す手話

▲「お疲れさま」を表す手話

利用者

聞こえる人

手話通訳者・
要約筆記者

音声

紙がなければ
スマートフォンの
メモ機能で

どのような方法が
よいか、本人に

尋ねてみましょう

事務局長 藤田逸
い つ

歩
ほ

さん四日市市ろうあ福祉会

最近見かける「要約筆記」 って何？

手話・文字
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